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5.尿 道碕形の3例 大橋二郎(京 府大)













































腎は右腎なる事判明,プ ノイモ レ トロ ・ペ リトネウ
ムにて非融台性なる事を証明す.右 腎を別出,手術時
妊tu-・・ケ月な りし事後 目判明,現 在9ケ 月妊娠順調な
り.術前神経痛様疹痛等の自覚症 状 も術 後 全 く消 失
す




















































































1)72才 男子,左 側Grawitz.摘出 腎 は,9.6×6.6
×4.7crn,1309で,腫瘍 に接 して孤 立 性 の 嚢腫 あ り,
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此 の嚢 腫 形 成 の機 転 にっ き言 及 した.2)56才 男 子,
右 側Grawitz.摘出腎 は13.0×7.5×3.Ocm,2209
で腎 実 質 内 の転 移 が あ り,之 に 言 及 した.3)53才 男
子,右 側Grawitz.摘 出 腎 は,11。0×7.0×5.Ocm,
160grで,術前X線 像 よ り腎孟 腫 瘍 と診 断 した もので
あ る。組織 像で定 形 的 なGrawitzの 豫 の 他 に,腺 様
構 造,尿 細 管 よ り発 した と思 わ れ る様 な 細 胞 の形 及 び






































































第1例 は術後6カ 月の現在何等 自覚症なく,第3,
4例は現在入院中であるが経過は満足寸べきものであ







































往あり.2カ月前 より左睾丸腫張,当 外来受診,手 術
を行5.腫 瘤は手拳大,1259,10×10×5cm.割面
は暗赤褐色,粘 液性,血 性で壊死状,非 常に柔 く,健
康畢丸,副 睾丸の片鱗サら認めなかった.組 織所見は
比較的発達の悪い間質,間 に一層のzylinderisch




















質 問 田村峯雄(大 阪市大)
前立腺肥大症に於てその摘出術のlndikatiOnを問























質 問 田村峯雄(大 阪市大)




















































え,6週 後には浴洗性失禁は全 く消退 した.現 在残尿
皆無 とな り,2～3時 間毎に200～300ccの尿が規則
正 しく排尿可能となった.2).23才の男子.第1腰 椎
脱臼骨折,Conus部の完全損傷.主 訴は浴洗性 失







追 加 中尾知足(大 阪北市民)
Myelitistransversus後の排 尿 障碍 に も本 法は
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を述べた.尿 管末端部の狭穿及びそれによる結 石 形
成,ひ いては水腎症,尿 管拡張症の併発は我々のしば
しば経験する所である.我々は尿管上部よりネラトソ
カテーテルを膀胱に向って挿入留置し手術創は一次的
に縫合を加 え,術後7～10日を経てYOUng氏異物鉗
子により経尿道的にカテ"テルを抜去する方法により
狭窄整形に成功した経験を得て報告した,
